
産
業
常
任
委
員
会
で
５
月
20
日

に
実
施
し
た
管
内
視
察
に
つ
い
て

委
員
の
感
想
を
交
え
報
告
し
ま
す
。

①
中
山
間
農
業
研
究
所

中
山
間
地
農
業
を
維
持
・
発
展

す
る「
元
気
な
農
業
づ
く
り
」を
目

標
と
し
、
人
工
培
土
を
使
用
し
た

ト
マ
ト
栽
培
の
研
究
が
行
わ
れ
て

お
り
、
土
耕
栽
培
で
は
通
常
８
～

９
ｔ
程
度
の
と
こ
ろ
を
だ
い
た
い

３
倍
弱
の
24
ｔ
程
取
れ
る
。
飛
騨

地
域
で
９
名
の
農
家
の
方
が
人
工

培
土
を
行
っ
て
い
る
が
飛
騨
市
は

ゼ
ロ
で
あ
り
、
飛
騨
市
へ
の
普
及

を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
西
野
製
材
所

飛
騨
市
は
70
％
が
広
葉
樹
。
広

葉
樹
の
利
用
と
し
て
、
池
ケ
原
湿

原
、山
之
村
、畦
畑
の
市
有
林
を
切

り
出
し
製
材
し
て
い
る
製
材
所
で

あ
る
。

広
葉
樹
の
製
材
所
は
、
高
山
を

含
め
て
も
２
軒
し
か
な
い
。
中
川

町
と
の
交
流
を
拡
大
し
て
行
く
方

策
と
し
て
、材
木
、板
材
を
販
売
す

る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
輸
送

等
の
コ
ス
ト
が
掛
か
る
こ
と
も
あ

り
課
題
が
多
い
と
感
じ
た
。

③
ひ
だ
キ
ャ
ト
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

飛
騨
牛
素
牛
の
生
産
、
担
い
手

の
育
成
、
堆
肥
処
理
問
題
解
決
に

む
け
た
耕
畜
連
携
の
モ
デ
ル
構
築

を
事
業
の
根
幹
と
し
て
ス
タ
ー
ト

し
た
。

和
牛
繁
殖
農
家
を
増
や
し
て

「
飛
騨
牛
」を
大
幅
に
増
頭
し
、
飛

騨
産
飛
騨
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
Ｕ

Ｐ
に
つ
な
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。

牛
、
飼
育
飼
料
の
搬
入
道
路
が

狭
い
、
道
路
幅
の
拡
幅
が
早
期
の

課
題
で
あ
る
。

④
ｋ
ｉ
ｎ
ｏ　

ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ

太
江
に
来
て
約
13
年
、
現
在
は

夫
婦
で
、
広
葉
樹
を
使
っ
た
小
物

と
家
具
を
作
っ
て
い
る
工
房
で
あ

る
。
家
具
は
主
に
テ
ー
ブ
ル
や
椅

子
。も

う
少
し
商
品
ア
イ
テ
ム
を
増

や
し
て
、
手
頃
な
価
格
帯
の
製
品

製
作
を
期
待
す
る
。

⑤
め
ひ
の
野
園 

飛
騨
流
葉
牧
場

県
、
飛
騨
市
の
補
助
を
受
け
本

年
１
月
よ
り
神
岡
町
で
は
初
め
て

の
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
と

し
て
開
所
、
障
害
の
あ
る
方
に
働

く
機
会
を
提
供
し
、
そ
の
対
価
と

し
て
工
賃
、
給
料
を
支
払
う
こ
と

を
主
と
し
た
就
労
系
の
事
業
所

（
多
機
能
型
事
業
所
）で
あ
る
。

現
在
、
飛
騨
地
鶏
の
生
産
数
は
、

１
万
２
千
羽
。
敷
地
内
の
池
に
野

鳥
が
飛
来
す
る
為
、
鳥
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
の
感
染
を
防
止
す
る
た
め
、

池
の
埋
め
立
て
や「
飛
騨
地
鶏
」

の
ブ
ラ
ン
ド
を
高
め
る
た
め
、
地

元
で
の
消
費
拡
大
が
重
要
で
あ
り
、

今
後
、
飛
騨
地
内
へ
の
販
路
拡
大

が
課
題
で
あ
る
。

⑥
薬
師
橋 

不
法
投
棄
場
所

薬
師
橋
よ
り
川
に
市
指
定
ゴ
ミ

袋（
生
ご
み
）や
黒
ビ
ニ
ー
ル
袋

（
紙
お
む
つ
）な
ど
が
不
法
投
棄
さ

れ
て
い
た
現
場
。
不
法
投
棄
を
防

止
す
る
た
め
に
、
不
法
投
棄
の
監

視
カ
メ
ラ
に
よ
る
対
策
と
市
民
の

モ
ラ
ル
の
向
上
に
期
待
し
た
い
。

⑦
船
津
座

各
種
イ
ベ
ン
ト
、
地
域
住
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
、
地
域
内
外
の

交
流
の
中
心
的
役
割
を
担
う
も
の

と
し
て
、
平
成
17
年
４
月
に
完
成

し
、
飛
騨
市
最
初
の
指
定
管
理
制

度
を
導
入
し
た
施
設
で
す
。
当
初

か
ら
限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
、
民

間
活
力
を
生
か
し
て
運
営
し
て
、

指
定
管
理
料
を
１
千
万
円
程
度
の

削
減
を
し
て
い
る
。
コ
ス
ト
は
人

件
費
で
３
割
を
占
め
る
。
人
員
は

９
名
で
あ
る
。

年
間
２
千
万
円
程
の
指
定
管
理

料
で
あ
り
、
指
定
管
理
料
を
減
ら

す
経
営
努
力
が
必
要
で
あ
る
。

⑧
数
河
地
内
国
道
41
号
線
災
害

�

復
旧
工
事
現
場

発
災
は
平
成
30
年
７
月
７
日

で
、
２
ヶ
所
で
土
砂
流
出
し
て
お

り
、下
流
側
で
４
千
㎥
、上
流
側
で

６
千
㎥
の
土
砂
が
流
れ
出
た
。

国
土
交
通
省
所
管
の
国
道
へ
の

土
砂
流
出
防
止
柵
工
事
は
６
月
末

で
完
成
す
る
。
土
砂
流
出
防
止
柵

は
重
力
式
擁
壁
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
山
間
部
で
、
急
峻

な
地
形
が
多
く
、
災
害
は
想
定
外

の
地
区
・
箇
所
か
ら
の
発
生
が
あ

る
た
め
、今
後
、防
災
に
つ
い
て
の

よ
り
一
層
の
対
策
が
求
め
ら
れ
る
。

ま
た
、
発
生
し
た
場
合
に
直
ぐ
に

対
応
が
出
来
る
よ
う
に
国
、県
、建

設
業
協
会
と
の
よ
り
一
層
の
連
携

強
化
を
図
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

�

（
産
業
常
任
委
員
長　

德
島
）

kino workshop の作業場

産業常任委員会活動報告

4月 5日㈮ 第4回委員会
1. 定例会年間計画について
2. 委員会年間計画について

4月22日㈪ 第5回委員会

1. 所管事務調査
商工観光部、農林部・農業委員会
環境水道部、基盤整備部

2. 管内視察調査について
3. 管外視察について

5月10日㈮ 第6回委員会
1. 管内視察調査について
2. 管外視察について

5月20日㈪ 第7回委員会
1. 管内視察調査
2. 管内視察調査報告書まとめ
3. 管外視察について

6月27日㈭ 第8回委員会
1. 令和元年第2回定例会における

付託案件について（論点整理）

6月28日㈮ 第9回委員会 1. 付託案件「議案第77号」の審査

産業常任委員会管内視察報告産業常任委員会管内視察報告
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